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1. まえがき 

ペタスケール時代に必要なハイブリッド並列計算ライブラリの実現を目的に、本WGでは代表的なアプリケーシ

ョン毎のライブラリに対する要件を明らかにするとともに、重要性の高い機能あるいはライブラリを選択し、評

価する活動を行ってきた。また、ペタスケール時代の数学ライブラリの開発を目的にした、グローバルな活動で

あるOPLN（Open Petascale Libraries Network）との意見交換も実施した。 

本WG成果報告書では、会員でのライブラリの実装状況やその課題について、ライブラリ利用者、及びライブラ

リ開発者からの情報提供、意見交換内容を記載している。また、WG メンバーや各回の情報提供者の方々からの、

今後のライブラリへの期待や提言について纏めている。これらの成果が、今後の数値計算ライブラリの普及に向

けての一助になれば幸いである。 

  




